
— 令和 8年度前期日程・物理　解答例 —

解答の導出過程は一通りではないので，一部省略しています。解答の導出過程は一例です。

1
問 1 (1) ばねの縮みが aだから，U0 =

1

2
ka2である。

(2) 力学的エネルギー保存の法則より，VA = a

√
k

m2
である。

(3) tAは単振動の周期の 1/4となる。すなわち，tA =
π

2

√
m2

k
である。

問 2 (1) 小球 1から見ると，ばねが最も縮んだときに小球 2は静止している。従って、時刻 tBの
ときの小球 1に対する小球 2の相対速度は 0 である。

(2) 時刻 tA以後，小球 1は x軸正の方向に力を受けて運動を始めるので，以降は 2体問題と
なる。時刻 tBにおける小球 1の速度は VBなので，運動量保存の法則より 0 +m2VA =

m1VB +m2VB，となるから

VB =
m2

m1 +m2
a

√
k

m2
＝ a

√
m2k

m1 +m2

である。

(3) 力学的エネルギー保存の法則より，1

2
m1V

2
B +

1

2
m2V

2
B + UB = U0が成り立つ。この式に，

問 1(1)で求めた U0と問 2(2)で求めた VBを代入すると

UB =
m1

m1 +m2

1

2
ka2

となる。

(4) 問 2(3)で求めた UBは，ばねの縮み bを用いて，UB =
1

2
kb2のように表される。これを

bについて解くと

b =

√
m1

m1 +m2
a

である。この式より，b < aである。

2
問 1 (1) AC : AB = x : 1 で，抵抗線 AB の抵抗値は R1 なので RAC = xR1 である。また，

RAC +RCB = R1であるからRCB = R1 − xR1 = (1− x)R1である。
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(2) 抵抗線の AC間を流れる電流を I としてキルヒホッフの法則 Iを用いると，点 Cにつ
いて I = I1 + I2 が成り立つ。経路 1○についてキルヒホッフの法則 IIを用いると E =

RACI +RCBI1が得られる。これらの式と (1)の結果から

R1I1 + xR1I2 = E

を得る。

(3) 抵抗線のAC間を流れる電流を I としてキルヒホッフの法則 Iを用いると，点Cについ
て I = I1 + I2 が成り立つ。経路 2○についてキルヒホッフの法則 IIを用いると，E =

RACI +R2I2が得られる。これらの式と (1)で得られた結果から

xR1I1 + (xR1 +R2) I2 = E

を得る。

(4) (2), (3)で得られた式から I2を消去すると

I1 =
R2

R1R2 + (x− x2)R2
1

E

となる。

(5) (4)で得られた I1は正の値をとり，

I1 =
R2

R1R2 +
1
4R

2
1 −

(
x− 1

2

)2
R2

1

E

と表されることから，x = 1
2 のときに分母が最大となり，電流 I1が最小となる。すなわ

ち，I1の大きさが最小となるときは，x =
1

2
である。

問 2 (1) コイル 1の単位長さあたりの巻き数は n1より，コイル 1内にできる磁場の強さH1と磁
束密度の大きさ B1はそれぞれH1 = n1I1，B1 = µH1 = µn1I1となる。コイル 1を貫
く磁束は Φ1 = B1Sより Φ1 = µn1SI1となる。

(2) 時間∆tの間にコイル 1を流れる電流が∆I1変化したとき，コイル 1に生じる誘導起電
力 V1は

V1 = −n1ℓ1
∆Φ1

∆t
= −µn2

1ℓ1S
∆I1
∆t

で与えられる。よって，L1 = µn2
1ℓ1Sである。
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(3) コイル 1を貫く磁束Φ1の全てがコイル 2を貫く場合に，時間∆tの間にコイル 1を流れ
る電流が∆I1変化したとき，コイル 2に生じる誘導起電力 V2は

V2 = −n2ℓ2
∆Φ1

∆t
= −µn1n2ℓ2S

∆I1
∆t

で与えられる。よって，M = µn1n2ℓ2Sである。

3
問 1 ピストンにはたらく力のつり合い P0S = Mg より，P0 =

Mg

S
である。

問 2 理想気体の状態方程式 P0V0 = RT0 より，T0 =
MgV0

SR
である。

問 3 ピストンにはたらく力のつり合いより，P =
Mg

S
+

k(V − V0)

S2
である。

問 4 理想気体の状態方程式より PV = RT なので T =
MgV

SR
+

kV (V − V0)

S2R
である。

問 5 問 3より，理想気体の圧力は体積の 1次関数になる。よってグラフは 1○。

問 6 気体がした仕事は問 5のグラフの面積に等しいので

∆W =
1

2
(P + P0)(V − V0) =

k(V − V0)
2

2S2
+

Mg(V − V0)

S

となる。

問 7 気体が受け取った熱量 Q は気体の内部エネルギーの変化と気体がした仕事の和に等しいので，
以下のようになる。(式の表記は一例。)

Q =
3

2
R(T − T0) + ∆W =

5

2

Mg(V − V0)

S
+

3

2

kV (V − V0)

S2
+

k(V − V0)
2

2S2
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